
(57)【要約】

【課題】インターリーブ・ブロックが画面上で目立つこ

とを防止する。

【解決手段】パケット数Ｐが設定されているとき、一つ

の音線信号を得るために同一方向にＰ（≧２）回の超音

波パルスの送信を行う。その際、インターリーブ数Ｉが

設定されていると、同一方向への各回の超音波パルスの

送信の間に当該音線信号が属するフレームとは別の（Ｉ

－１）枚のフレームに属する（Ｉ－１）本の音線信号を

得るための超音波パルスの送信を挟む。

【効果】ＣＦ（Ｃｏｌｏｒ　Ｆｌｏｗ）やＢフローで３

次元データをリアルタイムに収集し、投影画像を作成し

、表示する場合に、画面でインターリーブ・ブロックが

見えなくなる。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
一 つ の 音 線 信 号 を 得 る た め に 同 一 方 向 に Ｐ （ ≧ ２ ） 回 の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 を 行 う パ ケ ッ
ト 数 Ｐ が 設 定 さ れ て い る と き 、 前 記 同 一 方 向 へ の 各 回 の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 の 間 に 前 記 音
線 信 号 が 属 す る フ レ ー ム と は 別 の フ レ ー ム に 属 す る 音 線 信 号 を 得 る た め の 超 音 波 パ ル ス の
送 信 を 挟 ん で 行 う こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 に お い て 、 イ ン タ ー リ ー ブ 数 Ｉ （ ≧ ２ ） が 設 定 さ
れ て い る と き 、 前 記 同 一 方 向 へ の 各 回 の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 の 間 に 前 記 音 線 信 号 が 属 す る
フ レ ー ム と は 別 の （ Ｉ － １ ） 枚 の フ レ ー ム に 属 す る （ Ｉ － １ ） 本 の 音 線 信 号 を 得 る た め の
超 音 波 パ ル ス の 送 信 を 挟 む こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
一 つ の 音 線 信 号 を 得 る た め に 同 一 方 向 に Ｐ （ ≧ ２ ） 回 の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 を 行 う パ ケ ッ
ト 数 Ｐ が 設 定 さ れ て い る と き 、 前 記 同 一 方 向 へ の 各 回 の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 の 間 に 前 記 音
線 信 号 が 属 す る フ レ ー ム に 属 す る 別 の 音 線 信 号 を 得 る た め の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 を 挟 ん で
行 う か 、 又 は 、 前 記 同 一 方 向 へ の 各 回 の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 の 間 に 前 記 音 線 信 号 が 属 す る
フ レ ー ム と は 別 の フ レ ー ム に 属 す る 音 線 信 号 を 得 る た め の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 を 挟 ん で 行
う か 、 を 選 択 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 に お い て 、 イ ン タ ー リ ー ブ 数 Ｉ （ ≧ ２ ） が 設 定 さ
れ て い る と き 、 前 記 同 一 方 向 へ の 各 回 の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 の 間 に 前 記 音 線 信 号 が 属 す る
フ レ ー ム に 属 す る 別 の （ Ｉ － １ ） 本 の 音 線 信 号 を 得 る た め の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 を 挟 ん で
行 う か 、 又 は 、 前 記 同 一 方 向 へ の 各 回 の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 の 間 に 前 記 音 線 信 号 が 属 す る
フ レ ー ム と は 別 の （ Ｉ － １ ） 枚 の フ レ ー ム に 属 す る （ Ｉ － １ ） 本 の 音 線 信 号 を 得 る た め の
超 音 波 パ ル ス の 送 信 を 挟 む こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 に お い て 、 同 一 フ レ ー ム
に 属 す る 音 線 信 号 の 間 に つ い て の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 方 向 の 変 更 を 電 子 的 に 行 う と 共 に 、
異 な る フ レ ー ム に 属 す る 音 線 信 号 の 間 に つ い て の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 方 向 の 変 更 も 電 子 的
に 行 う こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 に お い て 、 同 一 フ レ ー ム
に 属 す る 音 線 信 号 の 間 に つ い て の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 方 向 の 変 更 を 電 子 的 に 行 う と 共 に 、
異 な る フ レ ー ム に 属 す る 音 線 信 号 の 間 に つ い て の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 方 向 の 変 更 は 機 械 的
に 行 う こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 に お い て 、 異 な る 方 向 に
同 時 に 超 音 波 パ ル ス の 送 信 を 行 っ て 複 数 の 音 線 信 号 を 同 時 に 得 る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波
パ ル ス 送 信 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ７ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 に お い て 、 流 れ 情 報 を 含
む 音 線 信 号 を 得 る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
超 音 波 探 触 子 と 、 フ レ ー ム 数 ｆ を 設 定 す る た め の フ レ ー ム 数 設 定 手 段 と 、 パ ケ ッ ト 数 Ｐ （
≧ ２ ） を 設 定 す る た め の パ ケ ッ ト 数 設 定 手 段 と 、 前 記 超 音 波 探 触 子 を 駆 動 し て 同 一 方 向 に
Ｐ 回 の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 を 行 っ て エ コ ー を 受 信 し 音 線 信 号 を 得 る 送 受 信 手 段 と 、 前 記 同
一 方 向 へ の 各 回 の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 の 間 に 前 記 音 線 信 号 が 属 す る フ レ ー ム と は 別 の フ レ
ー ム に 属 す る 音 線 信 号 を 得 る た め の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 を 挟 む よ う に 送 信 方 向 を 制 御 す る
送 信 方 向 制 御 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
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請 求 項 ９ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 イ ン タ ー リ ー ブ 数 Ｉ （ ≧ ２ ） を 設 定 す る た め
の イ ン タ ー リ ー ブ 数 設 定 手 段 を 具 備 す る と 共 に 、 前 記 送 信 方 向 制 御 手 段 は 、 前 記 同 一 方 向
へ の 各 回 の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 の 間 に 前 記 音 線 信 号 が 属 す る フ レ ー ム と は 別 の （ Ｉ － １ ）
枚 の フ レ ー ム に 属 す る （ Ｉ － １ ） 本 の 音 線 信 号 を 得 る た め の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 を 挟 む よ
う に 送 信 方 向 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
超 音 波 探 触 子 と 、 フ レ ー ム 数 ｆ を 設 定 す る た め の フ レ ー ム 数 設 定 手 段 と 、 パ ケ ッ ト 数 Ｐ （
≧ ２ ） を 設 定 す る た め の パ ケ ッ ト 数 設 定 手 段 と 、 前 記 超 音 波 探 触 子 を 駆 動 し て 同 一 方 向 に
Ｐ 回 の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 を 行 っ て エ コ ー を 受 信 し 音 線 信 号 を 得 る 送 受 信 手 段 と 、 前 記 同
一 方 向 へ の 各 回 の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 の 間 に 前 記 音 線 信 号 が 属 す る フ レ ー ム に 属 す る 別 の
音 線 信 号 を 得 る た め の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 を 挟 む よ う に 送 信 方 向 を 制 御 す る フ レ ー ム 内 方
式 か 又 は 前 記 同 一 方 向 へ の 各 回 の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 の 間 に 前 記 音 線 信 号 が 属 す る フ レ ー
ム と は 別 の フ レ ー ム に 属 す る 音 線 信 号 を 得 る た め の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 を 挟 む よ う に 送 信
方 向 を 制 御 す る フ レ ー ム 間 方 式 か の い ず れ か で 送 信 方 向 を 制 御 す る 送 信 方 向 制 御 手 段 と 、
前 記 フ レ ー ム 内 方 式 か フ レ ー ム 間 方 式 か を 操 作 者 が 選 択 す る た め の イ ン タ ー リ ー ブ 方 式 選
択 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
請 求 項 １ １ に 記 載 の 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 に お い て 、 イ ン タ ー リ ー ブ 数 Ｉ （ ≧ ２ ） を 設 定
す る た め の イ ン タ ー リ ー ブ 数 設 定 手 段 を 具 備 す る と 共 に 、 前 記 送 信 方 向 制 御 手 段 は 、 前 記
同 一 方 向 へ の 各 回 の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 の 間 に 前 記 音 線 信 号 が 属 す る フ レ ー ム に 属 す る 別
の （ Ｉ － １ ） 本 の 音 線 信 号 を 得 る た め の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 を 挟 ん で 行 う か 、 又 は 、 前 記
同 一 方 向 へ の 各 回 の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 の 間 に 前 記 音 線 信 号 が 属 す る フ レ ー ム と は 別 の （
Ｉ － １ ） 枚 の フ レ ー ム に 属 す る （ Ｉ － １ ） 本 の 音 線 信 号 を 得 る た め の 超 音 波 パ ル ス の 送 信
を 挟 む よ う に 送 信 方 向 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
請 求 項 ９ か ら 請 求 項 １ ２ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 超 音 波 探 触 子
が ２ 次 元 ア レ イ 超 音 波 探 触 子 で あ り 、 前 記 送 信 方 向 制 御 手 段 は 、 同 一 フ レ ー ム に 属 す る 音
線 信 号 の 間 に つ い て の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 方 向 の 変 更 を 電 子 的 に 行 う と 共 に 異 な る フ レ ー
ム に 属 す る 音 線 信 号 の 間 に つ い て の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 方 向 の 変 更 を も 電 子 的 に 行 う こ と
を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
請 求 項 ９ か ら 請 求 項 １ ２ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 フ レ ー ム と 直 交 す
る 方 向 に 機 械 的 に 前 記 超 音 波 探 触 子 の 向 き を 変 え る こ と が 出 来 る 機 構 を 具 備 し 、 前 記 送 信
方 向 制 御 手 段 は 、 同 一 フ レ ー ム に 属 す る 音 線 信 号 の 間 に つ い て の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 方 向
の 変 更 を 電 子 的 に 行 う と 共 に 、 異 な る フ レ ー ム に 属 す る 音 線 信 号 の 間 に つ い て の 超 音 波 パ
ル ス の 送 信 方 向 の 変 更 は 機 械 的 に 行 う こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
請 求 項 ９ か ら 請 求 項 １ ４ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 送 受 信 手 段 は
、 異 な る 方 向 に 同 時 に 超 音 波 パ ル ス の 送 信 を 行 っ て 複 数 の 音 線 信 号 を 同 時 に 得 る こ と を 特
徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
請 求 項 ９ か ら 請 求 項 １ ５ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 送 受 信 手 段 は
、 流 れ 情 報 を 含 む 音 線 信 号 を 得 る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 お よ び 超 音 波 診 断 装 置 に 関 し 、 さ ら に 詳 し く は 、 イ ン タ
ー リ ー ブ ・ ブ ロ ッ ク （ ｉ ｎ ｔ ｅ ｒ ｌ ｅ ａ ｖ ｅ 　 ｂ ｌ ｏ ｃ ｋ ） が 画 面 上 で 目 立 つ こ と を 防 止
で き る 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 お よ び 超 音 波 診 断 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
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【 従 来 の 技 術 】
特 開 平 ３ － １ ２ ６ ４ ４ ２ 号 公 報 に は 、 一 つ の 音 線 信 号 を 得 る た め に 同 一 方 向 に Ｐ （ ≧ ２ ）
回 の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 を 行 う パ ケ ッ ト （ ｐ ａ ｃ ｋ ｅ ｔ ） 数 Ｐ が 設 定 さ れ て い る と き 、 同
一 方 向 へ の 各 回 の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 の 間 に 別 の 音 線 信 号 を 得 る た め の 超 音 波 パ ル ス の 送
信 を 挟 ん で 行 う イ ン タ ー リ ー ビ ン グ ・ ス キ ャ ン （ ｉ ｎ ｔ ｅ ｒ ｌ ｅ ａ ｖ ｉ ｎ ｇ 　 ｓ ｃ ａ ｎ ）
の 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
同 一 方 向 へ の 各 回 の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 の 間 に 挟 む 別 方 向 へ の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 回 数 を
（ Ｉ － １ ） 回 と す る と き 、 Ｉ を イ ン タ ー リ ー ブ 数 と い う 。 Ｉ ≧ ２ で あ る 。
例 え ば パ ケ ッ ト 数 Ｐ ＝ ２ ， イ ン タ ー リ ー ブ 数 Ｉ ＝ ３ と し 、 第 １ 音 線 ， 第 ２ 音 線 ， 第 ３ 音 線
， 第 ４ 音 線 ， … の 順 に 音 線 が 並 ん で 一 つ の フ レ ー ム （ ｆ ｒ ａ ｍ ｅ ） を 構 成 し て い る と す る
と 、 次 の 順 で 超 音 波 パ ル ス の 送 信 が 行 わ れ る 。
第 １ 音 線 － 第 ２ 音 線 － 第 ３ 音 線 － 第 １ 音 線 － 第 ２ 音 線 － 第 ３ 音 線 － 第 ４ 音 線 － 第 ５ 音 線 －
第 ６ 音 線 － 第 ４ 音 線 － 第 ５ 音 線 － 第 ６ 音 線 － 第 ７ 音 線 － 第 ８ 音 線 － 第 ９ 音 線 － 第 ７ 音 線 －
第 ８ 音 線 － 第 ９ 音 線 － … 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
上 記 の 例 で は 、 第 １ 音 線 ～ 第 ３ 音 線 、 第 ４ 音 線 ～ 第 ６ 音 線 、 第 ７ 音 線 ～ 第 ９ 音 線 、 … と い
う よ う に イ ン タ ー リ ー ブ 数 ず つ の 隣 接 す る 音 線 か ら な る 音 線 グ ル ー プ を 単 位 と し て イ ン タ
ー リ ー ビ ン グ が 行 わ れ て い る 。 こ の イ ン タ ー リ ー ビ ン グ の 単 位 と な る 音 線 グ ル ー プ を イ ン
タ ー リ ー ブ ・ ブ ロ ッ ク と い う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
従 来 の イ ン タ ー リ ー ビ ン グ ・ ス キ ャ ン で は 、 一 つ の フ レ ー ム 内 で イ ン タ ー リ ー ビ ン グ を 行
っ て い る た め 、 一 つ の フ レ ー ム が 複 数 の イ ン タ ー リ ー ブ ・ ブ ロ ッ ク を つ な ぎ 合 わ せ て 構 成
さ れ る こ と に な る 。
し か し 、 イ ン タ ー リ ー ブ ・ ブ ロ ッ ク 内 で の 音 線 間 の 走 査 時 刻 の 差 に 対 し て 、 隣 接 す る イ ン
タ ー リ ー ブ ・ ブ ロ ッ ク の 境 界 で の 音 線 間 の 走 査 時 刻 の 差 が 大 き く な る た め 、 イ ン タ ー リ ー
ブ ・ ブ ロ ッ ク 毎 に 画 質 の 差 を 生 じ て 画 像 上 で イ ン タ ー リ ー ブ ・ ブ ロ ッ ク が 目 立 つ こ と が あ
る 問 題 点 が あ る 。
そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 イ ン タ ー リ ー ブ ・ ブ ロ ッ ク が 画 面 上 で 目 立 つ こ と を 防 止 で き る
超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 お よ び 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
第 １ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 一 つ の 音 線 信 号 を 得 る た め に 同 一 方 向 に Ｐ （ ≧ ２ ） 回 の 超 音
波 パ ル ス の 送 信 を 行 う パ ケ ッ ト 数 Ｐ が 設 定 さ れ て い る と き 、 前 記 同 一 方 向 へ の 各 回 の 超 音
波 パ ル ス の 送 信 の 間 に 前 記 音 線 信 号 が 属 す る フ レ ー ム と は 別 の フ レ ー ム に 属 す る 音 線 信 号
を 得 る た め の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 を 挟 ん で 行 う こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 を
提 供 す る 。
上 記 第 １ の 観 点 に よ る 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 で は 、 一 つ の フ レ ー ム 内 で イ ン タ ー リ ー ビ ン
グ を 行 わ な い で 、 複 数 の フ レ ー ム 間 で イ ン タ ー リ ー ビ ン グ を 行 う 。 こ の た め 、 フ レ ー ム 内
に イ ン タ ー リ ー ブ ・ ブ ロ ッ ク が な く な り 、 画 面 上 で イ ン タ ー リ ー ブ ・ ブ ロ ッ ク が 目 立 つ こ
と を 防 止 で き る 。
な お 、 こ の 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 を 実 施 す る た め に は 、 一 つ の フ レ ー ム 内 で 音 線 が 並 ぶ 方
向 と ２ 以 上 の フ レ ー ム が 並 ぶ 方 向 の ２ 方 向 に つ い て 電 子 的 ま た は 機 械 的 に 超 音 波 パ ル ス の
送 信 方 向 を 変 更 で き る 超 音 波 診 断 装 置 が 必 要 に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
第 ２ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 に お い て 、 イ ン タ ー リ ー ブ
数 Ｉ （ ≧ ２ ） が 設 定 さ れ て い る と き 、 前 記 同 一 方 向 へ の 各 回 の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 の 間 に
前 記 音 線 信 号 が 属 す る フ レ ー ム と は 別 の （ Ｉ － １ ） 枚 の フ レ ー ム に 属 す る （ Ｉ － １ ） 本 の
音 線 信 号 を 得 る た め の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 を 挟 む こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法
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を 提 供 す る 。
上 記 第 ２ の 観 点 に よ る 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 で は 、 一 つ の フ レ ー ム 内 で イ ン タ ー リ ー ビ ン
グ を 行 わ な い で 、 Ｉ 枚 の フ レ ー ム 間 で イ ン タ ー リ ー ビ ン グ を 行 う 。 こ の た め 、 フ レ ー ム 内
に イ ン タ ー リ ー ブ ・ ブ ロ ッ ク が な く な り 、 画 面 上 で イ ン タ ー リ ー ブ ・ ブ ロ ッ ク が 目 立 つ こ
と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
第 ３ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 一 つ の 音 線 信 号 を 得 る た め に 同 一 方 向 に Ｐ （ ≧ ２ ） 回 の 超 音
波 パ ル ス の 送 信 を 行 う パ ケ ッ ト 数 Ｐ が 設 定 さ れ て い る と き 、 前 記 同 一 方 向 へ の 各 回 の 超 音
波 パ ル ス の 送 信 の 間 に 前 記 音 線 信 号 が 属 す る フ レ ー ム に 属 す る 別 の 音 線 信 号 を 得 る た め の
超 音 波 パ ル ス の 送 信 を 挟 ん で 行 う か 、 又 は 、 前 記 同 一 方 向 へ の 各 回 の 超 音 波 パ ル ス の 送 信
の 間 に 前 記 音 線 信 号 が 属 す る フ レ ー ム と は 別 の フ レ ー ム に 属 す る 音 線 信 号 を 得 る た め の 超
音 波 パ ル ス の 送 信 を 挟 ん で 行 う か 、 を 選 択 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 パ ル ス 送 信
方 法 を 提 供 す る 。
上 記 第 ３ の 観 点 に よ る 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 で は 、 一 つ の フ レ ー ム 内 で イ ン タ ー リ ー ビ ン
グ を 行 う 方 式 か 、 複 数 の フ レ ー ム 間 で イ ン タ ー リ ー ビ ン グ を 行 う 方 式 か を 選 択 で き る 。 こ
の た め 、 イ ン タ ー リ ー ビ ン グ ・ ス キ ャ ン の 用 途 に 応 じ て 方 式 を 使 い 分 け す る こ と が 出 来 る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
第 ４ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 に お い て 、 イ ン タ ー リ ー ブ
数 Ｉ （ ≧ ２ ） が 設 定 さ れ て い る と き 、 前 記 同 一 方 向 へ の 各 回 の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 の 間 に
前 記 音 線 信 号 が 属 す る フ レ ー ム に 属 す る 別 の （ Ｉ － １ ） 本 の 音 線 信 号 を 得 る た め の 超 音 波
パ ル ス の 送 信 を 挟 ん で 行 う か 、 又 は 、 前 記 同 一 方 向 へ の 各 回 の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 の 間 に
前 記 音 線 信 号 が 属 す る フ レ ー ム と は 別 の （ Ｉ － １ ） 枚 の フ レ ー ム に 属 す る （ Ｉ － １ ） 本 の
音 線 信 号 を 得 る た め の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 を 挟 む こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法
を 提 供 す る 。
上 記 第 ４ の 観 点 に よ る 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 で は 、 一 つ の フ レ ー ム の Ｉ 本 ず つ の 音 線 を 単
位 と し て イ ン タ ー リ ー ビ ン グ を 行 う 方 式 か 、 Ｉ 枚 の フ レ ー ム 間 で イ ン タ ー リ ー ビ ン グ を 行
う 方 式 か を 選 択 で き る 。 こ の た め 、 イ ン タ ー リ ー ビ ン グ ・ ス キ ャ ン の 用 途 に 応 じ て 方 式 を
使 い 分 け す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
第 ５ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 に お い て 、 同 一 フ レ ー ム に
属 す る 音 線 信 号 の 間 に つ い て の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 方 向 の 変 更 を 電 子 的 に 行 う と 共 に 、 異
な る フ レ ー ム に 属 す る 音 線 信 号 の 間 に つ い て の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 方 向 の 変 更 も 電 子 的 に
行 う こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 を 提 供 す る 。
上 記 第 ５ の 観 点 に よ る 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 で は 、 一 つ の フ レ ー ム 内 で 音 線 が 並 ぶ 方 向 と
２ 以 上 の フ レ ー ム が 並 ぶ 方 向 の ２ 方 向 に つ い て 電 子 的 に 超 音 波 パ ル ス の 送 信 方 向 を 変 更 可
能 な 超 音 波 探 触 子 を 使 用 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
第 ６ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 に お い て 、 同 一 フ レ ー ム に
属 す る 音 線 信 号 の 間 に つ い て の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 方 向 の 変 更 を 電 子 的 に 行 う と 共 に 、 異
な る フ レ ー ム に 属 す る 音 線 信 号 の 間 に つ い て の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 方 向 の 変 更 は 機 械 的 に
行 う こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 を 提 供 す る 。
上 記 第 ６ の 観 点 に よ る 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 で は 、 一 つ の フ レ ー ム 内 で 音 線 が 並 ぶ 方 向 に
つ い て は 電 子 的 に 超 音 波 パ ル ス の 送 信 方 向 を 変 更 し 、 ２ 以 上 の フ レ ー ム が 並 ぶ 方 向 に つ い
て は 機 械 的 に 超 音 波 パ ル ス の 送 信 方 向 を 変 更 可 能 な 超 音 波 探 触 子 を 使 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
第 ７ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 に お い て 、 異 な る 方 向 に 同
時 に 超 音 波 パ ル ス の 送 信 を 行 っ て 複 数 の 音 線 信 号 を 同 時 に 得 る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 パ
ル ス 送 信 方 法 を 提 供 す る 。
上 記 第 ７ の 観 点 に よ る 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 で は 、 同 時 に ２ 以 上 の 送 信 方 向 に 超 音 波 パ ル
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ス を 送 信 可 能 な 超 音 波 探 触 子 を 使 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
第 ８ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 に お い て 、 流 れ 情 報 を 含 む
音 線 信 号 を 得 る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 を 提 供 す る 。
上 記 第 ８ の 観 点 に よ る 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 で は 、 Ｃ Ｆ （ Ｃ ｏ ｌ ｏ ｒ 　 Ｆ ｌ ｏ ｗ ） や Ｂ フ
ロ ー で ３ 次 元 デ ー タ を 収 集 す る 場 合 に 、 画 面 上 で イ ン タ ー リ ー ブ ・ ブ ロ ッ ク が 目 立 つ こ と
を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
第 ９ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 超 音 波 探 触 子 と 、 フ レ ー ム 数 ｆ を 設 定 す る た め の フ レ ー ム 数
設 定 手 段 と 、 パ ケ ッ ト 数 Ｐ （ ≧ ２ ） を 設 定 す る た め の パ ケ ッ ト 数 設 定 手 段 と 、 前 記 超 音 波
探 触 子 を 駆 動 し て 同 一 方 向 に Ｐ 回 の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 を 行 っ て エ コ ー を 受 信 し 音 線 信 号
を 得 る 送 受 信 手 段 と 、 前 記 同 一 方 向 へ の 各 回 の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 の 間 に 前 記 音 線 信 号 が
属 す る フ レ ー ム と は 別 の フ レ ー ム に 属 す る 音 線 信 号 を 得 る た め の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 を 挟
む よ う に 送 信 方 向 を 制 御 す る 送 信 方 向 制 御 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断
装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 ９ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 前 記 第 １ の 観 点 に よ る 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法
を 好 適 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
第 １ ０ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 請 求 項 ９ 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 イ ン タ ー リ
ー ブ 数 Ｉ （ ≧ ２ ） を 設 定 す る た め の イ ン タ ー リ ー ブ 数 設 定 手 段 を 具 備 す る と 共 に 、 前 記 送
信 方 向 制 御 手 段 は 、 前 記 同 一 方 向 へ の 各 回 の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 の 間 に 前 記 音 線 信 号 が 属
す る フ レ ー ム と は 別 の （ Ｉ － １ ） 枚 の フ レ ー ム に 属 す る （ Ｉ － １ ） 本 の 音 線 信 号 を 得 る た
め の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 を 挟 む よ う に 送 信 方 向 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装
置 を 提 供 す る 。
上 記 第 １ ０ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 前 記 第 ２ の 観 点 に よ る 超 音 波 パ ル ス 送 信 方
法 を 好 適 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
第 １ １ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 超 音 波 探 触 子 と 、 フ レ ー ム 数 ｆ を 設 定 す る た め の フ レ ー ム
数 設 定 手 段 と 、 パ ケ ッ ト 数 Ｐ （ ≧ ２ ） を 設 定 す る た め の パ ケ ッ ト 数 設 定 手 段 と 、 前 記 超 音
波 探 触 子 を 駆 動 し て 同 一 方 向 に Ｐ 回 の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 を 行 っ て エ コ ー を 受 信 し 音 線 信
号 を 得 る 送 受 信 手 段 と 、 前 記 同 一 方 向 へ の 各 回 の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 の 間 に 前 記 音 線 信 号
が 属 す る フ レ ー ム に 属 す る 別 の 音 線 信 号 を 得 る た め の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 を 挟 む よ う に 送
信 方 向 を 制 御 す る フ レ ー ム 内 方 式 か 又 は 前 記 同 一 方 向 へ の 各 回 の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 の 間
に 前 記 音 線 信 号 が 属 す る フ レ ー ム と は 別 の フ レ ー ム に 属 す る 音 線 信 号 を 得 る た め の 超 音 波
パ ル ス の 送 信 を 挟 む よ う に 送 信 方 向 を 制 御 す る フ レ ー ム 間 方 式 か の い ず れ か で 送 信 方 向 を
制 御 す る 送 信 方 向 制 御 手 段 と 、 前 記 フ レ ー ム 内 方 式 か フ レ ー ム 間 方 式 か を 操 作 者 が 選 択 す
る た め の イ ン タ ー リ ー ブ 方 式 選 択 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提
供 す る 。
上 記 第 １ １ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 前 記 第 ３ の 観 点 に よ る 超 音 波 パ ル ス 送 信 方
法 を 好 適 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
第 １ ２ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 に お い て 、 イ ン タ ー リ ー
ブ 数 Ｉ （ ≧ ２ ） を 設 定 す る た め の イ ン タ ー リ ー ブ 数 設 定 手 段 を 具 備 す る と 共 に 、 前 記 送 信
方 向 制 御 手 段 は 、 前 記 同 一 方 向 へ の 各 回 の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 の 間 に 前 記 音 線 信 号 が 属 す
る フ レ ー ム に 属 す る 別 の （ Ｉ － １ ） 本 の 音 線 信 号 を 得 る た め の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 を 挟 ん
で 行 う か 、 又 は 、 前 記 同 一 方 向 へ の 各 回 の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 の 間 に 前 記 音 線 信 号 が 属 す
る フ レ ー ム と は 別 の （ Ｉ － １ ） 枚 の フ レ ー ム に 属 す る （ Ｉ － １ ） 本 の 音 線 信 号 を 得 る た め
の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 を 挟 む よ う に 送 信 方 向 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置
を 提 供 す る 。
上 記 第 １ ２ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 前 記 第 ４ の 観 点 に よ る 超 音 波 パ ル ス 送 信 方
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法 を 好 適 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
第 １ ３ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 超 音 波 探 触 子 が
２ 次 元 ア レ イ 超 音 波 探 触 子 で あ り 、 前 記 送 信 方 向 制 御 手 段 は 、 同 一 フ レ ー ム に 属 す る 音 線
信 号 の 間 に つ い て の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 方 向 の 変 更 を 電 子 的 に 行 う と 共 に 異 な る フ レ ー ム
に 属 す る 音 線 信 号 の 間 に つ い て の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 方 向 の 変 更 を も 電 子 的 に 行 う こ と を
特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 １ ３ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 前 記 第 ５ の 観 点 に よ る 超 音 波 パ ル ス 送 信 方
法 を 好 適 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
第 １ ４ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 フ レ ー ム と 直 交 す る
方 向 に 機 械 的 に 前 記 超 音 波 探 触 子 の 向 き を 変 え る こ と が 出 来 る 機 構 を 具 備 し 、 前 記 送 信 方
向 制 御 手 段 は 、 同 一 フ レ ー ム に 属 す る 音 線 信 号 の 間 に つ い て の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 方 向 の
変 更 を 電 子 的 に 行 う と 共 に 、 異 な る フ レ ー ム に 属 す る 音 線 信 号 の 間 に つ い て の 超 音 波 パ ル
ス の 送 信 方 向 の 変 更 は 機 械 的 に 行 う こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 １ ４ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 前 記 第 ６ の 観 点 に よ る 超 音 波 パ ル ス 送 信 方
法 を 好 適 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
第 １ ５ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 送 受 信 手 段 は 、
異 な る 方 向 に 同 時 に 超 音 波 パ ル ス の 送 信 を 行 っ て 複 数 の 音 線 信 号 を 同 時 に 得 る こ と を 特 徴
と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 １ ５ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 前 記 第 ７ の 観 点 に よ る 超 音 波 パ ル ス 送 信 方
法 を 好 適 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
第 １ ６ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 送 受 信 手 段 は 、
流 れ 情 報 を 含 む 音 線 信 号 を 得 る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 １ ６ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 前 記 第 ８ の 観 点 に よ る 超 音 波 パ ル ス 送 信 方
法 を 好 適 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 に 示 す 実 施 形 態 に よ り 本 発 明 を さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 こ れ に よ り 本 発 明
が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ の 構 成 図 で あ る 。
こ の 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ は 、 超 音 波 探 触 子 １ と 、 超 音 波 探 触 子 １ を 駆 動 し て 所 望 の 送 信
方 向 へ 超 音 波 パ ル ス を 送 信 す る と 共 に エ コ ー を 受 信 し て 受 信 デ ー タ を 出 力 す る 送 受 信 部 ２
と 、 受 信 デ ー タ か ら 超 音 波 画 像 を 生 成 す る 信 号 処 理 部 ３ と 、 画 像 を 表 示 す る 画 像 表 示 部 ４
と 、 画 像 や ３ 次 元 デ ー タ を 記 憶 す る デ ー タ 記 憶 部 ５ と 、 全 体 の 動 作 を 制 御 す る 制 御 部 ６ と
、 操 作 者 が パ ケ ッ ト 数 Ｐ な ど を 設 定 し た り 指 示 を 与 え る た め の 操 作 部 ７ と を 具 備 し て い る
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
制 御 部 ６ は 、 操 作 者 の 指 示 に 基 づ い て フ レ ー ム 数 を 設 定 す る フ レ ー ム 数 設 定 部 ６ ａ と 、 操
作 者 の 指 示 に 基 づ い て パ ケ ッ ト 数 Ｐ を 設 定 す る パ ケ ッ ト 数 設 定 部 ６ ｂ と 、 操 作 者 の 指 示 に
基 づ い て イ ン タ ー リ ー ブ 数 Ｉ を 設 定 す る イ ン タ ー リ ー ブ 数 設 定 部 ６ ｃ と 、 操 作 者 の 指 示 に
基 づ い て フ レ ー ム 内 方 式 か フ レ ー ム 間 方 式 か い ず れ か の イ ン タ ー リ ー ブ 方 式 を 選 択 す る イ
ン タ ー リ ー ブ 方 式 選 択 部 ６ ｄ と 、 設 定 さ れ た 条 件 に 基 づ い て 超 音 波 パ ル ス の 送 信 方 向 を 制
御 す る 送 信 方 向 制 御 部 ６ ｅ と を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
超 音 波 探 触 子 １ は 、 同 一 フ レ ー ム に 属 す る 音 線 信 号 の 間 に つ い て の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 方
向 の 変 更 を 電 子 的 に 行 う と 共 に 異 な る フ レ ー ム に 属 す る 音 線 信 号 の 間 に つ い て の 超 音 波 パ
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ル ス の 送 信 方 向 の 変 更 も 電 子 的 に 行 う ２ 次 元 ア レ イ 超 音 波 探 触 子 で あ る 。
な お 、 異 な る フ レ ー ム に 属 す る 音 線 信 号 の 間 に つ い て の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 方 向 の 変 更 は
機 械 的 に 行 う 超 音 波 探 触 子 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ２ は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ に よ る イ ン タ ー リ ー ブ 送 信 処 理 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。
ス テ ッ プ Ｓ １ で は 、 フ レ ー ム 数 設 定 部 ６ ａ は フ レ ー ム 数 を 設 定 す る 。 こ こ で は 、 フ レ ー ム
数 ＝ ３ が 設 定 さ れ た も の と す る 。 こ の 場 合 、 図 １ に 示 す よ う に 、 第 １ フ レ ー ム Ｆ １ ， 第 ２
フ レ ー ム Ｆ ２ ， 第 ３ フ レ ー ム Ｆ ３ の ３ つ の フ レ ー ム を 走 査 し て ３ 次 元 デ ー タ を 収 集 す る こ
と に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ス テ ッ プ Ｓ ２ で は 、 パ ケ ッ ト 数 設 定 部 ６ ｂ は パ ケ ッ ト 数 Ｐ を 設 定 す る 。 こ こ で は 、 パ ケ ッ
ト 数 Ｐ ＝ ４ が 設 定 さ れ た も の と す る 。 こ の 場 合 、 図 ３ や 図 ４ に 示 す よ う に 、 一 つ の 送 信 方
向 に ４ 回 の 超 音 波 パ ル ス の 送 信 を 行 っ て 一 つ の 音 線 信 号 を 得 る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ス テ ッ プ Ｓ ３ で は 、 イ ン タ ー リ ー ブ 数 設 定 部 ６ ｃ は イ ン タ ー リ ー ブ 数 Ｉ を 設 定 す る 。 こ こ
で は 、 イ ン タ ー リ ー ブ 数 Ｉ ＝ ３ が 設 定 さ れ た も の と す る 。 こ の 場 合 、 図 ３ や 図 ４ に 示 す よ
う に 、 一 つ の 送 信 方 向 に 超 音 波 パ ル ス の 送 信 を 行 う 各 回 の 間 に 、 別 の ２ つ の 送 信 方 向 へ の
超 音 波 パ ル ス の 送 信 を 挟 む こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ス テ ッ プ Ｓ ４ で は 、 イ ン タ ー リ ー ブ 方 式 選 択 部 ６ ｄ は 操 作 者 に イ ン タ ー リ ー ブ 方 式 を 選 択
さ せ る 。
な お 、 例 え ば リ ア ル タ イ ム に ３ 次 元 デ ー タ の 投 影 画 像 を 作 成 し て 表 示 し て い る 場 合 に お い
て 投 影 方 向 と フ レ ー ム の 成 す 角 度 が ４ ５ ゜ 以 上 な ら フ レ ー ム 間 方 式 を 選 択 し 、 投 影 方 向 と
フ レ ー ム の 成 す 角 度 が ４ ５ ゜ よ り 小 さ い な ら フ レ ー ム 内 方 式 を 選 択 す る 、 と い う よ う に 、
投 影 方 向 に 応 じ て イ ン タ ー リ ー ブ 方 式 選 択 部 ６ ｄ が 自 動 的 に 方 式 を 選 択 す る よ う に し て も
よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ス テ ッ プ Ｓ ５ で は 、 フ レ ー ム 内 方 式 が 選 択 さ れ て い る な ら ス テ ッ プ Ｓ ６ へ 進 み 、 フ レ ー ム
間 方 式 が 選 択 さ れ て い る な ら ス テ ッ プ Ｓ ７ へ 進 む 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ス テ ッ プ Ｓ ６ で は 、 フ レ ー ム 内 イ ン タ ー リ ー ビ ン グ ・ ス キ ャ ン を 行 う 。 こ の フ レ ー ム 内 イ
ン タ ー リ ー ビ ン グ ・ ス キ ャ ン に つ い て は 、 図 ３ を 参 照 し て 後 で 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ス テ ッ プ Ｓ ７ で は 、 フ レ ー ム 間 イ ン タ ー リ ー ビ ン グ ・ ス キ ャ ン で 行 う 。 こ の フ レ ー ム 間 イ
ン タ ー リ ー ビ ン グ ・ ス キ ャ ン に つ い て は 、 図 ４ ～ 図 ７ を 参 照 し て 後 で 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ス テ ッ プ Ｓ ６ ， Ｓ ７ で イ ン タ ー リ ー ビ ン グ ・ ス キ ャ ン を 行 う こ と に よ り 、 リ ア ル タ イ ム に
Ｃ Ｆ （ Ｃ ｏ ｌ ｏ ｒ 　 Ｆ ｌ ｏ ｗ ） や Ｂ フ ロ ー の ３ 次 元 デ ー タ が 収 集 さ れ 、 そ の ３ 次 元 デ ー タ
か ら 投 影 画 像 が 作 成 さ れ 、 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
図 ３ は 、 フ レ ー ム 内 イ ン タ ー リ ー ビ ン グ ・ ス キ ャ ン の 説 明 図 で あ る 。
パ ケ ッ ト 数 Ｐ ＝ ４ ， イ ン タ ー リ ー ブ 数 Ｉ ＝ ３ と し 、 音 線 Ｓ １ １ ～ Ｓ １ ６ が 順 に 並 ん で 第 １
フ レ ー ム Ｆ １ が 構 成 さ れ 、 音 線 Ｓ ２ １ ～ Ｓ ２ ６ が 順 に 並 ん で 第 ２ フ レ ー ム Ｆ ２ が 構 成 さ れ
、 音 線 Ｓ ３ １ ～ Ｓ ３ ６ が 順 に 並 ん で 第 ３ フ レ ー ム Ｆ ３ が 構 成 さ れ て い る と す る と 、 循 環 的
に 次 の 順 が 繰 り 返 さ れ て 超 音 波 パ ル ス の 送 信 が 行 わ れ る 。 な お 、 （ ） 内 は 送 信 順 を 示 す 番
号 で あ る 。
（ ０ ） Ｓ １ １ － （ １ ） Ｓ １ ２ － （ ２ ） Ｓ １ ３ － （ ３ ） Ｓ １ １ － （ ４ ） Ｓ １ ２ － （ ５ ） Ｓ １
３ － （ ６ ） Ｓ １ １ － （ ７ ） Ｓ １ ２ － （ ８ ） Ｓ １ ３ － （ ９ ） Ｓ １ １ － （ １ ０ ） Ｓ １ ２ － （ １
１ ） Ｓ １ ３ － （ １ ２ ） Ｓ １ ４ － （ １ ３ ） Ｓ １ ５ － （ １ ４ ） Ｓ １ ６ － … － （ ２ １ ） Ｓ １ ４ －
（ ２ ２ ） Ｓ １ ５ － （ ２ ３ ） Ｓ １ ６ － （ ２ ４ ） Ｓ ２ １ － （ ２ ５ ） Ｓ ２ ２ － （ ２ ６ ） Ｓ ２ ３ －
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（ ２ ７ ） Ｓ ２ １ － （ ２ ８ ） Ｓ ２ ２ － （ ２ ９ ） Ｓ ２ ３ － … － （ ４ ５ ） Ｓ ２ ４ － （ ４ ６ ） Ｓ ２
５ － （ ４ ７ ） Ｓ ２ ６ － （ ４ ８ ） Ｓ ３ １ － （ ４ ９ ） Ｓ ３ ２ － （ ５ ０ ） Ｓ ３ ３ － … － （ ６ ９ ）
Ｓ ３ ４ － （ ７ ０ ） Ｓ ３ ５ － （ ７ １ ） Ｓ ３ ６ 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 ３ の 順 で は 、 第 １ フ レ ー ム Ｆ １ の 音 線 Ｓ １ １ ～ Ｓ １ ３ 、 第 １ フ レ ー ム Ｆ １ の 音 線 Ｓ １ ４
～ Ｓ １ ６ 、 第 ２ フ レ ー ム Ｆ ２ の 音 線 Ｓ ２ １ ～ Ｓ ２ ３ 、 第 ２ フ レ ー ム Ｆ ２ の 音 線 Ｓ ２ ４ ～ Ｓ
２ ６ 、 第 ３ フ レ ー ム Ｆ ３ の 音 線 Ｓ ３ １ ～ Ｓ ３ ３ 、 第 ３ フ レ ー ム Ｆ ３ の 音 線 Ｓ ３ ４ ～ Ｓ ３ ６
が そ れ ぞ れ 一 つ の イ ン タ ー リ ー ブ ・ ブ ロ ッ ク を 構 成 し て い る 。 こ の た め 、 例 え ば フ レ ー ム
に 直 交 す る 投 影 方 向 の 投 影 画 像 を 見 た と き 、 画 像 上 で イ ン タ ー リ ー ブ ・ ブ ロ ッ ク が 目 立 つ
こ と が あ る 。 そ こ で 、 こ の よ う な 場 合 に は 、 イ ン タ ー リ ー ブ 方 式 を フ レ ー ム 間 方 式 に 変 更
す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 ４ は 、 フ レ ー ム 間 イ ン タ ー リ ー ビ ン グ ・ ス キ ャ ン の 説 明 図 で あ る 。
パ ケ ッ ト 数 Ｐ ＝ ４ ， イ ン タ ー リ ー ブ 数 Ｉ ＝ ３ と し 、 音 線 Ｓ １ １ ～ Ｓ １ ６ が 順 に 並 ん で 第 １
フ レ ー ム Ｆ １ が 構 成 さ れ 、 音 線 Ｓ ２ １ ～ Ｓ ２ ６ が 順 に 並 ん で 第 ２ フ レ ー ム Ｆ ２ が 構 成 さ れ
、 音 線 Ｓ ３ １ ～ Ｓ ３ ６ が 順 に 並 ん で 第 ３ フ レ ー ム Ｆ ３ が 構 成 さ れ て い る と す る と 、 循 環 的
に 次 の 順 が 繰 り 返 さ れ て 超 音 波 パ ル ス の 送 信 が 行 わ れ る 。 な お 、 （ ） 内 は 送 信 順 を 示 す 番
号 で あ る 。
（ ０ ） Ｓ １ １ － （ １ ） Ｓ ２ １ － （ ２ ） Ｓ ３ １ － （ ３ ） Ｓ １ １ － （ ４ ） Ｓ ２ １ － （ ５ ） Ｓ ３
１ － （ ６ ） Ｓ １ １ － （ ７ ） Ｓ ２ １ － （ ８ ） Ｓ ３ １ － （ ９ ） Ｓ １ １ － （ １ ０ ） Ｓ ２ １ － （ １
１ ） Ｓ ３ １ － （ １ ２ ） Ｓ １ ２ － （ １ ３ ） Ｓ ２ ２ － （ １ ４ ） Ｓ ３ ２ － … － （ ６ ９ ） Ｓ １ ６ －
（ ７ ０ ） Ｓ ２ ６ － （ ７ １ ） Ｓ ３ ６ 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
図 ４ の 順 で は 、 各 フ レ ー ム Ｆ １ ， Ｆ ２ ， Ｆ ３ 内 に イ ン タ ー リ ー ブ ・ ブ ロ ッ ク が 構 成 さ れ な
く な る 。 こ の た め 、 例 え ば フ レ ー ム に 直 交 す る 投 影 方 向 の 投 影 画 像 を 見 た と き 、 画 像 上 で
イ ン タ ー リ ー ブ ・ ブ ロ ッ ク が 目 立 つ こ と が な く な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 ５ は 、 異 な る 送 信 方 向 に 同 時 に 超 音 波 パ ル ス を 送 信 す る マ ル チ ビ ー ム （ ｍ ｕ ｌ ｔ ｉ － ｂ
ｅ ａ ｍ ） に フ レ ー ム 間 方 式 を 適 用 し た 例 で あ る 。
図 ５ で 送 信 順 序 が 同 じ 番 号 の も の は 、 同 時 に 超 音 波 パ ル ス を 送 信 す る こ と を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
マ ル チ ビ ー ム と す る こ と に よ り 、 フ レ ー ム レ ー ト （ ｆ ｌ ａ ｍ ｅ 　 ｒ ａ ｔ ｅ ） を 上 げ る こ と
が 出 来 る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
図 ６ は 、 １ つ の 送 信 方 向 に 超 音 波 パ ル ス を 送 信 し 、 そ の 送 信 方 向 に 対 応 す る ４ つ の 受 信 方
向 （ 一 点 鎖 線 の 四 角 で 囲 ん で い る ） の 音 線 信 号 を 同 時 に 得 る 場 合 に フ レ ー ム 間 方 式 を 適 用
し た 例 で あ る 。
Ｓ １ ２ ＿ １ ， Ｓ １ ２ ＿ ２ ， Ｓ １ ２ ＿ ３ ， … は 送 信 位 置 （ ｘ ｚ 位 置 ） を 示 し 、 Ｒ １ １ ， Ｒ １
２ ， Ｒ １ ３ ， … は 受 信 位 置 （ ｘ ｚ 位 置 ） を 示 し 、 Ｆ １ ， Ｆ ２ ， … は フ レ ー ム 位 置 （ ｘ ｚ 位
置 ） を 示 す 。
送 信 方 向 Ｓ １ ２ ＿ １ ， Ｓ １ ２ ＿ ２ ， Ｓ １ ２ ＿ ３ ， … ， Ｓ ５ ６ ＿ ３ に 着 目 す れ ば 、 図 ４ と 同
じ 送 信 順 序 で あ る こ と が 判 る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
図 ７ は 、 １ つ の 送 信 方 向 に 超 音 波 パ ル ス を 送 信 し 、 そ の 送 信 方 向 に 対 応 す る ９ つ の 受 信 方
向 （ 一 点 鎖 線 の 四 角 で 囲 ん で い る ） の 音 線 信 号 を 同 時 に 得 る 場 合 に フ レ ー ム 間 方 式 を 適 用
し た 例 で あ る 。
Ｓ １ ２ ３ ＿ １ ， Ｓ １ ２ ３ ＿ ２ ， Ｓ １ ２ ３ ＿ ３ ， … は 送 信 位 置 （ ｘ ｚ 位 置 ） を 示 し 、 Ｒ １ １
， Ｒ １ ２ ， Ｒ １ ３ ， … は 受 信 位 置 （ ｘ ｚ 位 置 ） を 示 し 、 Ｆ １ ， Ｆ ２ ， … は フ レ ー ム 位 置 （
ｘ ｚ 位 置 ） を 示 す 。
送 信 方 向 Ｓ １ ２ ３ ＿ １ ， Ｓ １ ２ ３ ＿ ２ ， Ｓ １ ２ ３ ＿ ３ ， … ， Ｓ ７ ８ ９ ＿ ３ に 着 目 す れ ば 、
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図 ４ と 同 じ 送 信 順 序 で あ る こ と が 判 る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 超 音 波 パ ル ス 送 信 方 法 お よ び 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 例 え ば Ｃ Ｆ や Ｂ フ ロ ー で
３ 次 元 デ ー タ を リ ア ル タ イ ム に 収 集 し 、 投 影 画 像 を 作 成 し 、 表 示 す る 場 合 に 、 イ ン タ ー リ
ー ブ ・ ブ ロ ッ ク が 画 面 上 で 目 立 つ こ と を 防 止 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る イ ン タ ー リ ー ブ 送 信 処 理 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 フ レ ー ム 内 方 式 の イ ン タ ー リ ー ブ を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 フ レ ー ム 間 方 式 の イ ン タ ー リ ー ブ を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 時 に ２ つ の 送 信 方 向 に 送 信 す る 場 合 に フ レ ー ム 間 方 式 を 適 用 し た 例 を 示 す 説 明
図 で あ る 。
【 図 ６ 】 １ 送 信 方 向 に ４ 受 信 方 向 を 対 応 さ せ て 受 信 す る 場 合 に フ レ ー ム 間 方 式 を 適 用 し た
例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 １ 送 信 方 向 に ９ 受 信 方 向 を 対 応 さ せ て 受 信 す る 場 合 に フ レ ー ム 間 方 式 を 適 用 し た
例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 超 音 波 探 触 子
２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 送 受 信 部
３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 画 像 生 成 部
４ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 画 像 表 示 部
５ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 デ ー タ 記 憶 部
６ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 制 御 部
７ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 操 作 部
１ ０ ０ 　 　 　 　 　 　 　 超 音 波 診 断 装 置
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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